
１．収益的収入
増減額③ 増減率

決算額① 構成割合 決算額② 構成割合 ③＝②－① ③÷①

入院収益 入院診療に係る収益 2,704,547 62.4% 2,712,490 65.6% 7,943 0.3%

外来収益 外来診療に係る収益 747,168 17.2% 726,847 17.6% △ 20,321 -2.7%

その他医業収益 室料差額・健診収益・診断書料ほか 148,026 3.4% 137,599 3.3% △ 10,427 -7.0%

医業外収益
国（県）からの補助金・市からの繰入金
ほか 597,015 13.8% 489,782 11.8% △ 107,233 -18.0%

訪問看護（介護）収益 訪問看護（介護）診療に係る収益 62,747 1.4% 62,237 1.5% △ 510 -0.8%

特別利益 過年度損益修正に係る利益 72,387 1.7% 7,130 0.2% △ 65,257 -90.2%

4,331,890 100.0% 4,136,085 100.0% △ 195,805 -4.5%

２．収益的支出
増減額③ 増減率

決算額① 構成割合 決算額② 構成割合 ③＝②－① ③÷①

給与費 職員に係る人件費 2,497,885 59.2% 2,597,179 60.4% 99,294 4.0%

材料費 薬品費・診療材料費ほか 528,363 12.5% 522,374 12.2% △ 5,989 -1.1%

経費 委託料・賃借料・光熱水費・修繕料ほか 621,220 14.7% 624,493 14.5% 3,273 0.5%

減価償却費 病院所有の固定資産に係る償却費 317,236 7.5% 325,117 7.6% 7,881 2.5%

資産減耗費 固定資産の除却費ほか 11,760 0.3% 5,292 0.1% △ 6,468 -55.0%

研究研修費 研究研修に係る旅費ほか 5,858 0.1% 5,854 0.1% △ 4 -0.1%

医業外費用
借入金の返済に係る利息の支払・消費
税ほか 150,582 3.6% 139,247 3.2% △ 11,335 -7.5%

訪問看護（介護）費用 訪問看護（介護）診療に係る費用 84,658 2.0% 77,913 1.8% △ 6,745 -8.0%

特別損失 過年度損益修正に伴う損失 2,104 0.0% 0 0.0% △ 2,104 -100.0%

4,219,666 100.0% 4,297,469 100.0% 77,803 1.8%

３．資本的収入
増減額③ 増減率

決算額① 構成割合 決算額② 構成割合 ③＝②－① ③÷①

企業債 設備投資にかかる借入金 101,800 90.4% 43,800 75.4% △ 58,000 -57.0%

国（県）補助金ほか
設備投資にかかる国（県）からの補助
金ほか 9,992 8.9% 14,292 24.6% 4,300 43.0%

固定資産売却代金 固定資産売却に伴う売却収入 810 0.7% 0 0.0% △ 810 皆増

112,602 100.0% 58,092 100.0% △ 54,510 -48.4%

４．資本的支出
増減額③ 増減率

決算額① 構成割合 決算額② 構成割合 ③＝②－① ③÷①

建設改良費 医療機器購入費、システム開発費ほか 132,506 25.3% 71,381 16.2% △ 61,125 -46.1%

企業債償還金 借入金の返済に係る元金の支払 391,348 74.7% 369,581 83.8% △ 21,767 -5.6%

523,854 100.0% 440,962 100.0% △ 82,892 -15.8%
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令和６年度 病院事業会計の決算状況
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市民病院の会計は「公営企業会計」が適用されているため「収益的収支」と「資本的収支」で構成されています。

「収益的収支」とは病院の経営活動によって発生するすべての収支をあらわし、単年度の経営状況を示しています。

「資本的収支」とは施設の建設改良に関する投資的な収支をあらわしています。

令和６年度の「収益的収支」は１億6,100万円の赤字、「資本的収支」は3億8,300万円の赤字となり、会計全体

では5億4,400万円ほどの赤字となっていますが、収益的収支には、実際に現金の支出を伴わない減価償却費等

の費用が含まれているため、資金の増減額とは一致しません。令和６年度は現預金が前年度比で2億6,300万円

減少し、年度末における保有資金残高はおよそ25億円となっています。


